


水道料金改定のお知らせ水道料金改定のお知らせ
ー安全な水を未来へつなぐためにーー安全な水を未来へつなぐためにー

　最上町議会９月定例会におきまして、「最上町水道給

水条例の一部を改正する条例」が可決されました。

　これにより、令和８年１１月請求分から、

水道料金を改定させていただくこととなりました。

　町民の皆様にはご負担をおかけすることとなり、大変

心苦しい限りですが、ご理解とご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。

なぜ、料金を改定するの？

　町の水道事業は、私たちが毎日使う安全で綺麗な水を守り続けるため、日夜努力を重ねてまいって
おります。しかし現在、以下のような非常に厳しい経営環境に直面しています。

　このままでは、将来的に安定した給水に支障をきたし、万が一の際の修繕遅れや大きな負担を次世代
に残すことになりかねません。そのため、将来にわたり安全で安定した水を途切れることなく供給し続
けるため、今回、審議会からの答申を踏まえ、料金を改定することといたしました。

１ ２ ３老朽化する施設・管

路の更新需要の増大

人口減少に伴う収益

の減少

将来世代への責任

高度経済成長期以降に整備された
多くの水道管や浄水施設などが更
新時期を迎えており、今後はこれ
らを計画的に改修・更新していく
ための多額の投資が避けて通れな
い状況にあります。

人口減少や節水機器の普及などに
伴い、水の使用量および料金収入
は年々減少傾向にあります。収入
が減る一方で、施設の維持管理や
物価高騰に伴う電気料のコストは
増加しており、これまでの料金水
準では事業の継続が極めて困難と
なっています。

町ではこれまで、メーターや薬品
の共同購入による調達コストの抑
制や、電気契約の見直しなど、徹
底したコスト削減に努めてまいり
ました。しかし、それらの自助努
力だけでは吸収しきれないほどの
構造的な財源不足が生じておりま
す。

水道料金が変わります
適用時期：令和８年１１月請求分から

■新しい料金表 （各口径の基本料金および超過料金を以下の通り改定）※金額はすべて消費税込みです。

ご負担を
やわらげます

ただし、最初の４カ月間

基本料金を減免します
　水道事業の将来を見据えた「持続可能な経営」を進める一方で、現在続いている物価高騰が町民の
皆様の家計に与えている影響は決して小さくないものと深く受け止めております。
　そのため、今回の料金改定に伴うご負担を和らげ、皆様の足元の暮らしをしっかりと守るため、国
の物価高騰対応交付金を活用した生活支援策を実施いたします。

減免の内容

対象期間

手続き不要

水道の基本料金を減免いたします。

令和８年１１月請求分から４か月間

減免の適用にあたって、町民の皆様による特別

な申請やお手続き等は不要です。

１３ｍｍ

２０ｍｍ

２５ｍｍ

３０ｍｍ

４０ｍｍ

５０ｍｍ

５㎥

１０㎥まで

１０㎥まで

１０㎥まで

１０㎥まで

１０㎥まで

１，０４０円

２，２２０円

２，４３０円

４，４１０円

６，７２０円

１２，２２０円

１，２７０円

２，７１０円

２，９６０円

５，３８０円

８，２００円

１４，９１０円

量水器の口径 使用水量 従前の料金（基本料金） 改定後の料金（基本料金）

超過料金(共通 ) １㎥につき ２３０円 ２８０円

【お問合せ】

最上町　建設水道課住宅水道室

電話：０２３３－４３－２０１５

これからも、安全で美味

しい水を未来へつないで

いきます。

ご理解とご協力をお願い

いたします。

広報もがみ　令和８年９月号　９月２４日発行　№９０６　【２】【３】　広報もがみ　令和８年９月号　９月２４日発行　№９０６



向町地区集落支援員
遊佐　忠孝
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まちトピ town topic

　７月２日、鳥獣対策に役立ててもらおうと、ＪＡおいし
いもがみ（押切安雄組合長）から最上町へ２０万円の寄付
をいただきました。押切組合長は、イノシシによる農作物
被害やクマの出没が相次いでいることから、対策に向けて
同ＪＡ管内の７自治体への寄付金を贈られております。
　この度の寄付金は町の有害鳥獣対策事業の中で町の農作
物・人畜被害防止のために活用をさせていただきます。心
より御礼申し上げます。

鳥獣対策に係る寄付について

　８月２３日、消防団員の資質向上と有事即応の体制確立を
目的として、最上町消防団総合訓練が行われました。
　訓練では、屋内で「小型動力ポンプ操作方法講座」、最上
町駐在所による「防災と防犯講話」を受講後、最上小国川流
水型ダムに移動し、土のう設置訓練、中継放水訓練を実施し
ました。
　今後も「町民の生命と財産を守る」消防団の責務を果たす
ため、消防団組織力の向上を図っていきます。

最上町消防団総合訓練が行われました。

「子どもたちの未来の教育環境を考える座談会」 を開催

　町教育委員会では、最上町教育環境整備検討委員会による検
討の一環として、保育所・こども園・小学校の保護者や地域住
民を対象とした座談会を、7月2日から8月4日にかけて計6
回開催しました。
　参加者からは、「統合はやむを得ない」「早く方向性を示して
ほしい」といった声がある一方、通学距離や新しい環境への不
安も寄せられました。また、「多くの友達やさまざまな考え方
に触れられる環境をつくってほしい」「新しい学校づくりのチャ
ンスにしてほしい」といった前向きな意見もありました。
　さらには、教育はまちづくりそのものであり、住民も意識を
アップデートし、町全体で子どもを育てる仕組みづくりを進め
ていくことへの貴重なご助言もいただきました。今回寄せられ
た意見は、今後の検討委員会での協議に活かし、子どもたちに
とって望ましい教育環境について検討を進めていきます。

１００歳おめでとうございます！

海和　俊夫さん

　海和さんの長寿の秘訣は、「自分の好きなことを
楽しんで生きること」と笑顔で答えていただきま
した。また、「丈夫な体に産んでくれて、育ててく
れた両親に感謝したい」と話してくれました。
　息子の海和俊宏さんは、「親父は長年農業を営ん
できた。よく働き、自分のペースでやりたいこと
をやれたことが長生きの秘訣。これからももっと
長生きしてほしい。」と話していただきました。こ
れからもお元気でお過ごしください。
（写真右：中央　海和俊夫さん）

木田　隆子さん

１００歳を迎え、町より長寿のお祝い金が贈呈されました。この度は誠におめでとうございます！

　木田さんに長生きの秘訣を伺ったところ、「よく
運動して、好き嫌いしないでなんでもよく食べる
こと」と笑顔で答えてくださいました。今も、体
力づくりのため、歩いているそうです。
　ご家族に対し、「今まで支えてもらったから、長
生きできた。本当にありがとう」と感謝を述べて
いました。これからも健やかに、お元気でお過ご
しください。
（写真左：中央　木田隆子さん）

広報もがみ　令和８年９月号　９月２４日発行　№９０６　【４】【５】　広報もがみ　令和８年９月号　９月２４日発行　№９０６
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眼科は予約制です。

お手数ですが、事前のご予約を

お願いいたします。

夜間診療（内科のみ）

午前・午後 午前 午前 午前 午前

投票日　令和８年９月６日（日）

最上町長選挙・最上町議会議員補欠選挙の結果
１０月の
診療予定

最上病院よりお知らせ
Notice from mogami hospital

内科 外科 整形外科 眼科 婦人科

毎週　月曜日 第２・４水曜日
毎週　金曜日

毎週　火・木曜日 毎週　金曜日月・火・水・木・金

毎週水曜午後６時から
10/2、10/16、10/30
は10時診療開始
10/14受付が10時まで

予約制

受付時間のご案内

午前の部

午後の部

夜間診療

午前　８：００～１１：３０

午後　１：３０～　２：３０

午後　５：３０～　７：３０

（整形外科は午前１１時まで）

（木曜日の午後は休診）

（夜間診療は水曜日のみ）

休日の医療費お支払いの受付について

・４月から病院での土・日・祝日の医療費のお支払いの受付は、土曜日のみ

　（午前 8時 30分から午後 5時まで）となっております。

・日曜日及び祝日は、医療費のお支払いの受付は出来ませんのでご注意ください。

・急患受付には変更ありません。急患の方はこれまで通り、当院へお電話で

　ご連絡いただき、来院してください。ご理解とご協力をお願いいたします。

ご予約・お問合せ　最上町立最上病院　☎　４３－２１１２問 詳細は、最上町立最上病院のホームページでご覧ください。

10/20休診

最上町長選挙は次の通り執行されました。

■候補者別得票数

候補者名

菅　孝（かん　たかし）

伊藤　勝（いとう　まさる）

得票数

２，７１４票

１，８９２票

■投票結果（町全体）

当日有権者数　　６，１１４人

投票者数

投票者総数　　　４，７０６人

当日投票者数

期日前投票者数

不在者投票者数

２，３７５人

２，２４７人

８４人

投票者数の男女別

　男

　女

２，２８８人

２，４１８人

投票率

　７６．９７％

■最上町議会議員補欠選挙の結果 立候補者が選挙すべき議員の数（１名）を超えなかったため、無投票となりました。

－　当選者　－ 菅　博（かん　ひろし）

当

■投票区別投票状況
投票
区
番号

投　票　所（施設名）
当日有権者数
（人）

投票者数（人）

当日投票 期日前投票 不在者投票
投票者
総数（人）

投票率
（％）

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

コミュニティセンター（向町）

東法田分館（東法田）

みつざわ未来創造館らいず（満沢）

生活改善センター（富沢）

赤倉分館（赤倉）

堺田分館（堺田）

瀬見分館（瀬見）

大堀分館（大堀）

大堀保育所（清水町）

月楯分館（月楯）

２，２４９

２４０

２４７

７５０

３３４

６６

１９９

５１７

１２１２

３００

７６４

１４６

１２４

２６１

１５９

２８

９８

１６９

４９２

１３４

８９３

７１

７５

２４９

９８

２４

６２

１９８

４６６

１１１

６６

２

２

３

３

ー

ー

４

３

１

１，７２３

２１９

２０１

５１３

２６０

５２

１６０

３７１

９６１

２４６

７６．６１

９１．２５

８１．３８

６８．４０

７７．８４

７８．７９

８０．４０

７１．７６

７９．２９

８２．００

●開票結果の詳細については、町ホームページに掲載しています。

【お問合せ先】最上町選挙管理委員会　４３－２１１１

最上町長選挙・最上町議会議員補欠選挙当選証書付与式

　９月７日、町長選挙および町議会議員補欠選挙の当選証書付与式が行われ、町選挙管理委員会から、町長選挙

で初当選した菅孝さん（新人）と、無投票で当選した菅博さん（元職）に、それぞれ当選証書が手渡されました。

　町長の任期は、令和８年１０月５日から令和１２年１０月４日までの４年間です。また、町議会議員の任期は、

令和８年９月７日から令和９年８月３１日までとなります。

　両氏は当選証書を受け取り、今後の職務に向けて決意を新たにしました。

当選証書を受け取る菅博さん［町議会議員・元職］当選証書を受け取る菅孝さん［町長・新人］

年金生活者支援給付金制度
　年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やその他の所得額が一定基準以下の、年金受給者の生活を支援
するために、年金に上乗せして支給されるものです。受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手
続きは、日本年金機構 (年金事務所 )が実施します。

■対象となる方

〇老齢基礎年金を受給している方は、以下の要件を全て満たす必要があります。

　　６５歳以上である

　　世帯員全員が町民税非課税となっている

　　年金収入額とその他の所得額の合計が９３万円以下である

〇障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方は、以下の要件を全て満たす必要があります。

　　前年の所得額が『４９２万円』以下である (※扶養親族等の数に応じて増額 )

『給付金専用ダイヤル』：０５７０－０５－４０９２(ナビダイヤル )

⇒年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。

■請求手続き

①新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方

　お受け取りの対象となる方には、日本年金機構より請求可能な旨のお知らせを送付しています。

　同封のハガキ (年金生活者支援給付金請求書）に記入して提出してください。

②年金を受給しはじめる方

　年金の請求手続きと併せて年金事務所または役場で請求手続きをしてください。



最上町健康センター　　　（健康福祉課／☎４３－３１１７） Wellnessmessageウエルネスメッセージ　Vol.１１４最上町健康センター　　　（健康福祉課／☎４３－３１１７） Wellnessmessageウエルネスメッセージ　Vol.１１７

〇介護や認知症に関する相談、事業の詳細に関するお問い合わせ先　　地域包括支援センター　４３－３１１７（内線６０２）

〇認知症カフェ
　内容：認知症の人や家族をはじめ地域住民の誰もが気軽に参加でき、認知症の理解を深め集える場です。

・「カフェやまびこ」（NPO やまなみ主催）：
　１０月２０日（火）、１２月２１日（月）午後１時３０分～３時３０分
　※上記日程については都合により変更される場合があります

・「みんなのカフェ」（NPO アルカディアもがみ主催）：
　１０月２１日（水）、１１月１７日（火）、１２月２３日（水）
　※開催時間や会場については近くなりましたら回覧等でお知らせします。

○もの忘れ相談　日時：毎月第２火曜日、午前９時～１１時、場所：健康センター
　※上記の他にも、相談は随時受付けております。

介護のこと　一人で抱えていませんか？

　「地域包括支援センター」は、高齢者のみなさんが住み慣れた地域でいつまでも健やかに安心して生活できるよ
うに、高齢者ご本人やご家族を支援する身近な相談窓口です。またセンターでは、家庭で介護されている方の心
身や生活を大切にするための事業にも取り組んでいますので紹介いたします。

その他、認知症高齢者おかえり安心事業、認知症初期集中支援チームによる訪問、相談対応、在宅福祉サービス等を行って
います。詳細については下記にお問合せください。

「帯状疱疹」とワクチンについて

最上町に住所を有する①②に該当する方　※対象者一覧をご確認ください。

①令和８年度内に、６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、８５歳、９０歳、９５歳、１００歳となる方

②６０～６４歳でヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害がある方

※＜対象者一覧＞

年　齢

６５歳

７０歳

７５歳

８０歳

年　齢

８５歳

９０歳

９５歳

１００歳

生　年　月　日

昭和３６年４月２日～昭和３７年４月１日

昭和３１年４月２日～昭和３２年４月１日

昭和２６年４月２日～昭和２７年４月１日

昭和２１年４月２日～昭和２２年４月１日

生　年　月　日

昭和１６年４月２日～昭和１７年４月１日

昭和１１年４月２日～昭和１２年４月１日

昭和　６年４月２日～昭和　７年４月１日

大正１５年４月２日～昭和　２年４月１日

助成（接種）期間

令和８年４月１日（水）～令和９年３月３１日（水）

ワクチンの内容

接種回数（接種方法）

接種スケジュール

接種できない方

生ワクチン 組替ワクチン

１回（皮下注射）

－

免疫が低下している方は接種不可

２回（筋肉内注射）

２か月以上の間隔をおいて２回接種

ー

助成額 接種１回に限り、３,０００円 接種１回につき、１０,０００円

下記２種類のワクチンが定期予防接種の対象となりますので、いずれかを選択し接種ください。

＊過去に接種したことがある方は対象外です。

＊対象者は毎年度異なるので接種機会を逃さないようご注意ください。

＊生活保護受給者の方は、事前に健康センターへ申請が必要です。

●帯状疱疹ワクチン

＜介護者の健康づくりをサポートする事業＞

＜認知症に関する事業＞

○家族介護教室：１１月８日（日）午前１０時～１１時３０分、会場：紅梅荘
　内容：紅梅荘職員が、ちょっとしたコツで今より楽な介護方法をお伝えします。

○介護者のつどい： 
　内容：心身のリフレッシュや介護者同士の交流を目的とした茶話会等を行います。
　　　　（対象者には直接ご案内をいたします。）

○足腰若がえりクラブ：令和９年２月～３月の週２回、時間：午後２時～３時、会場：健康クラブ
　内容：６５歳以上の方を対象に軽体操を行い、足腰の機能低下の予防を目指します。

○いきいき百歳体操教室：毎週火曜日または金曜日の午前中、会場：NPO アルカディアみんなの家
　内容：週１回すると足腰の機能低下予防に効果がある百歳体操を行います。体操後の参加者同士のおしゃべりも楽しい
　　　　時間となっています。

帯状疱疹とは？

　水ぼうそうの原因である水痘・帯状疱疹ウイルスが、過去
に水ぼうそうにかかった後も体内の神経に潜伏し、加齢や疲
労、ストレス、病気などで免疫力が低下したときに再活性化
して起こる病気です。主な症状としては、ピリピリ、チクチ
クする痛みや違和感が現れ、数日後帯状に赤い発疹や水ぶく
れができます。発熱やだるさを伴う場合もあります。

　発症から７２時間（３日）以内に抗ウイ
ルス薬を開始すると、症状が軽くなり、合
併症のリスクを下げることができます。ま
た、予防としては帯状疱疹ワクチンを接種
する方法が最も有効です。

治療と予防

※医療機関によって接種料金が異なるため、自己負担額については、各医療機関へお問合せください。

○お問合せ先　健康福祉課　健康づくり推進室　内線６０７

※組替ワクチンの接種は、1回目を令和９年１月末まで接種しないと２回目の助成が受けられません。

　期間に余裕をもって接種することをおすすめします。

山形県看護協会「まちの保健室」

　「まちの保健室」は山形県看護協会最北支部による事業で
す。看護職による健康チェックや健康相談ができる「まちの
保健室」を下記日程で開催します。どなたでもお気軽にお立
寄り下さい。（お申し込み不要）

①１０月３日（土）午前９時～午後２時
　健康フェスタ２０２６・尾花沢市役所
　（尾花沢市若葉町一丁目２－３）

②１０月２５日（日）午前１０時～午後１時
　健康まつり・県立新庄病院（新庄市金沢７２０－１）

お問い合わせ：最北支部まちの保健室事務局

　　　　　　　☎０２３３－７２－３３６３

内容
○健康チェック（血圧測定・血管年齢測定・体組成測定）
○健康相談（健康チェックの結果説明、病気の予防や健康
　づくりに関すること）など　　　

【９】　広報もがみ　令和８年９月号　９月２４日発行　№９０６ 広報もがみ　令和８年９月号　９月２４日発行　№９０６　【８】



広報もがみ　令和８年９月号　９月２４日発行　№９０６　【１０】【１１】　広報もがみ　令和８年９月号　９月２４日発行　№９０６

最上町ホームページ
https://town.mogami.lg.jp/ information

申込書の送付先 ： 総務企画課まちづくり推進室

有料広告のお問い合わせ ： ０２３３－４３－２２６１

広報もがみに広告を掲載してみませんか？
１１月号掲載をお考えの方は１０月２３日までご相談ください！

９月号

くらしの情報

８月　最上町の人口　戸籍の窓口

全　人　口　　６，９９０人　（うち、外国人１２８人）
　　　男　　３，４１４人　（うち、外国人　１４人）
　　　女　　３，５７６人　（うち、外国人１１４人）

世帯総数　　２，６８２世帯

生まれた人　　　　　２人
亡くなった人　　　　９人
転入　　　　　　　　５人　（うち、外国人　０人）
転出　　　　　　　１１人　（うち、外国人　１人）
前月比　　　　　　１３人減

※令和８年８月３１日までの届出分

選挙人名簿登録者数（令和８年９月１日現在）
　男　　３，０４２人
　女　　３，１０５人　　合計　６，１４７名

　
最
上
駅
を
含
め
た
県
内
の
主
な
鉄

道
駅
（
計
25
駅
）
で
、
エ
キ
タ
グ
ス

タ
ン
プ
を
集
め
て
条
件
を
達
成
す
る

と
、
達
成
状
況
に
応
じ
て
エ
キ
タ
グ

ア
プ
リ
で
「
達
成
ス
タ
ン
プ
」
が
自

動
付
与
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
で
す
。
条
件
達
成
で
県
産
品

等
の
賞
品
が
抽
選
で
当
た
り
ま
す
。

▼
開
催
日
時
　
令
和
８
年
11
月
８

日
（
日
）
ま
で

▼
参
加
方
法
　
◇
①
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
「
エ
キ
タ
グ
」
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
◇
②「
エ
キ
タ
グ
」
ア

プ
リ
起
動
、
ア
プ
リ
内
の
「
タ
ッ
チ

す
る
」
の
マ
ー
ク
を
タ
ッ
プ
◇
③
対

象
駅
に
設
置
さ
れ
た
エ
キ
タ
グ
（
Ｎ

Ｆ
Ｃ
タ
グ
）
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

読
み
込
み
、
ス
タ
ン
プ
を
取
得

▼
そ
の
他
　
県
内
の
対
象
駅
な
ど

詳
細
は
、
鉄
道
の
魅
力
発
信
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
「
の
っ
て
ぐ
や
ま
が
た
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

鉄
道
で
め
ぐ
る
秋
の
や
ま
が
た

エ
キ
タ
グ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

24
Ｔ
Ｖ
草
の
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

街
頭
募
金
活
動
の
お
礼

　
８
月
30
日
（
日
）
に
マ
ッ
ク
ス
バ

リ
ュ
最
上
店
で
行
わ
れ
た
、
24
Ｔ
Ｖ

草
の
根
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
募
金
活
動
に
つ
い
て
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

▼
募
金
額
　
１
５
３
，
０
１
３
円

　
募
金
額
は
全
額
「
24
時
間
テ
レ
ビ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
委
員
会
」
へ
寄
附
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
支
援
、

ご
協
力
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

最
上
町
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
　
つ
く
し
会
　
会
員
一
同

▼
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
会
員
募
集
中
　

　
や
ま
が
た
鉄
道
応
援
団
で
は
、Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
鉄

道
で
行
け
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
鉄
道

関
連
の
お
役
立
ち
情
報
が
受
け
取
れ

ま
す
。
会
員
限
定
で
お
得
な
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
も
参
加
可
能
。
エ
キ
タ
グ

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
と
連
携
し
た
企
画

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳細はHPへ

▼
期
日
　
10
月
15
日
（
木
）

▼
時
間
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所
　
最
上
総
合
支
庁
２
０
２
・

２
０
３
会
議
室

▼
提
出
書
類
　
◇
狩
猟
者
登
録
申

請
書
（
当
日
会
場
で
配
布
し
、
そ
の

場
で
記
入
）◇
写
真
１
枚
（
3.0
㎝

×
2.4

㎝
の
も
の
）◇
狩
猟
事
故
共
済
保
険
契

約
者
証
又
は
ハ
ン
タ
ー
保
険
加
入
証

◇
銃
砲
所
持
許
可
証
（
第
一
種
又
は

第
二
種
銃
猟
を
登
録
す
る
者
の
み
）◇

狩
猟
免
状
◇
狩
猟
税
の
軽
減
に
関
す

る
書
類
【
ア
】
県
民
税
の
所
得
割
を

納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
旨
の
証

明
書
【
イ
】
対
象
鳥
獣
捕
獲
員
で
あ

る
こ
と
を
証
す
る
証
明
書

▼
登
録
手
数
料(

県
証
紙)

　
登
録
す
る
種
類
ご
と
に
１
，
８
０

０
円
【
狩
猟
税
（
現
金
）:

種
別
に

よ
り
異
な
り
ま
す
】

〇
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
最
上
総
合
支
庁
環
境
課

　
☎
０
２
３
３-

２
９-

１
２
８
５

令
和
８
年
度
狩
猟
者
登
録

　
山
形
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇

な
ど
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み

の
方
を
対
象
に
、
労
働
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

日
曜
労
働
悩
み
ご
と
相
談
会

▼
開
催
日
時
・
場
所
　
◇
令
和

８
年
10
月
４
日
（
日
）
置
賜
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
（
米
沢
市
）・
鶴
岡
市
勤

労
者
会
館
（
鶴
岡
市
）
◇
令
和
８
年
10

月
18
日
（
日
）
大
手
門
パ
ル
ズ
（
山

形
市
）・
新
庄
商
工
会
議
所
（
新
庄
市
）

▼
時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
最
終
受
付:

午
後
２
時
30
分
）

▼
対
象
　
県
内
事
業
所
の
労
働
者
、

事
業
主
の
方
な
ど

　
※
両
日
と
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　
　
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
※
原
則
、
毎
月
第
２
木
曜
日
に
も

　
　
相
談
会
の
開
催

〇
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
山
形
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
２
３-

６
６
６-

７
７
８
４

■目撃件数　１件　　（延べ１６）

■目撃箇所　向町

■捕獲頭数　６頭　　（延べ７頭）

最上町クマ情報　【８月】

※山に入る際は音が出るものを携帯し、複数で行動しましょう
「遭遇しないことが、最大の対策」

農地で目撃した場合は　町農林振興課 43-2150 へ
住宅地で目撃した場合は　　町駐在所 43-2110 へ

　
令
和
９
年
度
に
事
業
の
利
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
令
和
８
年
10
月
30

日
ま
で
に
電
気
柵
・
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
の
見
積
書
を
持
参
し
て
農
林

振
興
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
事
業
内
容
　
電
気
柵
・
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
一
式
の
購
入
経
費

の
補
助

▼
対
象
　
農
作
物
を
栽
培
し
て
い

る
農
業
者
個
人
や
団
体
等
【
※
家
庭

菜
園
も
対
象
に
な
り
ま
す
。】

▼
補
助
要
件
　
電
気
柵
の
安
全
講

習
を
受
講
す
る
こ
と

▼
補
助
率
等
　
購
入
経
費
の
２
分

の
１
以
内
（
補
助
上
限
20
万
円
）

〇
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
最
上
町
役
場
農
林
振
興
課

　
☎
０
２
３
３-

４
３-

２
１
５
０

令
和
９
年
度
有
害
鳥
獣

被
害
対
策
推
進
事
業
費
補
助
金

LINE

〇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
や
ま
が
た
鉄
道
沿
線
活
性
化

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協
議
会
事
務
局

　（
山
形
県
み
ら
い
企
画
創
造
部

　
地
域
交
通
政
策
課
）

　
☎
０
２
３-
６
３
０-

２
８
２
７

入会費用　無料

　
最
上
広
域
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦

手
で
社
会
参
加
に
不
安
を
持
つ
若
者
、

高
校
中
退
の
若
者
、
就
労
し
て
い
な

い
若
者
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
若
者

を
対
象
に
、
相
談
活
動
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
何
か
悩
み
を
抱
え
て
い
る
、

誰
か
に
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
る
方
や
そ
の
ご
家
族
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
　
令
和
８
年
10
月
22
日

（
木
）
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場
所
　
最
上
町
中
央
公
民
館
　

町
民
い
こ
い
室

▼
相
談
料
　
無
料

〇
お
問
い
合
わ
せ

　
最
上
広
域
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

　
新
庄
市
教
育
委
員
会

　
社
会
教
育
課
内

　
☎
０
２
３
３-
２
２-

２
１
１
１

最
上
広
域
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

若
者
社
会
参
加
支
援
「
巡
回
相
談
」

　
最
上
地
域
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

拠
点
事
業
の
最
上
地
域
住
民
向
け
公

開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時
　
令
和
８
年
11
月
３

日
（
火
・
祝
）
午
後
２
時
～
３
時
30

分▼
場
所
　
最
上
広
域
交
流
セ
ン

タ
ー
ゆ
め
り
あ
２
Ｆ「
ア
ベ
ー
ジ
ュ
」

▼
対
象
者
　
最
上
地
域
に
お
住
ま

い
の
方

▼
内
容
　
◇
①
講
演
「
今
日
か
ら

始
め
る
私
の
人
生
会
議
～
大
切
な
思

い
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
（
仮
）
～
」

講
師
　
訪
問
診
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
ま

が
た
　
奥
山
　
慎
一
郎
　
先
生
◇
②

体
験
「
も
し
も
の
時
の
お
役
立
ち
ノ
ー

ト
」
を
実
際
に
書
い
て
み
よ
う
！

▼
申
込
期
限
　
令
和
８
年
10
月
23

日
（
金
）
ま
で

※
最
上
地
域
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

拠
点
事
業
は
最
上
管
内
市
町
村
、

＠
ほ
ー
む
も
が
み
、
最
上
総
合
支
庁

に
よ
る
共
同
事
業
で
す
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
最
上
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
３
３-

４
３-

３
１
１
７

最
上
地
域
住
民
向
け
公
開
講
座

▼
採
用
種
目
　
２
等
陸
海
空
士

（
任
期
制
自
衛
官
）

▼
応
募
資
格
　
採
用
予
定
月
の
１

日
現
在
、
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

▼
受
付
期
間
　
随
時
受
付
中

※
そ
の
他
、
試
験
種
目
、
試
験
情
報

に
つ
い
て
は
自
衛
隊
新
庄
地
域
事
務

所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
自
衛
隊
新
庄
地
域
事
務
所

　
☎
０
２
３
３-

２
２-

５
０
５
７

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
公
益
社
団
法
人
新
庄
・
最
上
地
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会

員
の
作
品
展
示
や
各
種
催
し
を
通
し

て
、
地
域
住
民
と
会
員
の
交
流
を
図

る
「
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
開
催
日
　
10
月
17
日
（
土
）
午

前
10
時
～
午
後
１
時

▼
場
所
　「
ゆ
め
り
あ
」
花
と
緑
の

交
流
広
場

▼
内
容
　
会
員
作
品
展
示
、
事
業

紹
介
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
歌

や
踊
り
、
抽
選
会
、
バ
ザ
ー
な
ど

※
振
る
舞
い
コ
ー
ナ
ー
は
午
前
11
時

か
ら
（
限
定
１
５
０
食
）

〇
お
問
い
合
わ
せ

　
公
益
社
団
法
人
新
庄
・
最
上
地
域

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
３
３-

２
２-

３
０
６
５

第
31
回
シ
ル
バ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

【お詫びと訂正】
　広報もがみ８月号「くらしの情報」内の「９月、10 月は『行政相談月間』です」に掲載した総務省
行政相談センターのマスコットキャラクター「きくみみ」の画像について、「きくみみ山形」とすべき
ところ、誤って「きくみみ新潟」を掲載しました。お詫びして訂正いたします。


